
【はじめに】当院では通常赤血球製剤を払い出す際、患

者血液型が確定済、1ヶ月以内に不規則抗体検査を実施済、

交差適合試験が適合であることを確認している。交差適

合試験は全自動輸血検査装置を用いたｶﾗﾑ凝集法または

試験管法で行っている。今回、約 20 日前の不規則抗体検

査陰性であった患者において、試験管法による交差適合

試験の自己対照が陽性となったことにより抗 E 抗体が検

出された症例を経験したので報告する。

【症例】70 歳代男性、3 年前から骨髄異形成症候群にて

当院を受診。初診時から定期的に輸血しており、最近は

週にRBC6単位程度、PC10単位程度輸血していた。Day -28
および Day -19 の不規則抗体検査は陰性、Day -19～ -2 の

交差適合試験は適合しており通常の輸血を施行した。

【方法および結果】Day0 の検体で試験管法による交差適

合試験を行ったところ PEG を用いた間接ｸｰﾑｽ法（以下

PEG/IAT）による結果が血液製剤(0)自己対象(2+)であった。

この結果を受け以下の検査を追加した。

1.直接ｸｰﾑｽ試験：単一性、多特異性抗ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ血清共に(2+)

2.抗体解離試験：酸解離を行い、解離液での PEG/IAT に

て抗 E の特異性を認めた。

3.不規則抗体検査：ｶﾗﾑ法のﾌｨｼﾝ法、試験管法の PEG/IAT
およびﾌﾞﾛﾒﾘﾝ法にて抗 E の特異性を認めた。

【考察】抗体解離試験および不規則抗体検査の結果から

抗Ｅ抗体を認めた。頻回輸血によって産生された抗 E 抗

体が輸血された E 抗原陽性血球と反応したと考えられた。

当院の全自動輸血検査装置では、自己対照を行わないた

め微量な抗体を見つけることは難しいと思われるが、今

回は交差適合試験を用手法で行い自己対照を行ったこと

より産生初期と思われる微量な抗体を見つけることがで

きた。

【結語】今回、交差適合試験の自己対照が陽性となった

患者において抗Ｅ抗体を認めた症例を経験した。本例の

ような頻回輸血患者は新たに抗体を産生する可能性が高

く、産生初期段階で見つけるためにも頻回輸血患者は自

己対照を含む試験管法で PEG/IAT を行うのが望ましい。
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